
曹

操

楽

府

詩

論

考

植

木

久

行

曹
操
は
'
後
漢
の
桓
帝
永
寿
元
年

(
一
五
五
)
に
生
ま
れ
'
戯
帝
建
安
二
十
五
年

(
二
二
〇
)
正
月
庚
子

(
二
十
三
日
)
に
没
し
た
｡

儒
家
的
国
家
理
念
と
社
会
の
旧
価
値
観
と
を
次
第
に
克
服
し
て
い
っ
た
'
そ
の
六
十
五
年
間
の
生
涯
は
'
祖
父
に
百
官
を
も
つ
'
い
わ
ゆ

る
商
流
家
庭
を
母
胎
と
す
る
も
の
で
あ
り
'
そ
こ
に
は
'
徹
底
し
た
功
利
主
義

･
現
実
主
義
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
｡

後
漠
王
朝
の
政
治
的
生
命
の
崩
壊
期
に
あ
た
る
建
安
年
間

(
1
九
六

～
二
二
〇
)
は
'
中
国
古
典
詩
史
上
'
建
安
の
風
骨
を
以
っ
て
知

ら
れ
る
時
代
で
あ
り

『
末
書
』
謝
塞
遅
侍
論
に
は
'
｢
至
干
建
安
'
曹
氏
基
命
'
二
組
陳
王
'
威
蓄
盛
藻
'
甫
乃
以
情
緒
文
'
以
文
被
質
｣

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

と
'
早
-
も
高
い
評
価
が
賦
与
さ
れ
る
｡
ま
た
'
『文
心
願
龍
』
才
略
篇
に
'
｢然
而
貌
時
話
言
'
必
以
元
封
鶏
群
首

未
来
美
談

亦
以

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

建
安
烏
口
賓

何
也
'
量
非
崇
文
之
盛
世

招
才
之
嘉
合
哉
｣
と
記
す
劉
故
の
説
は
'
劉
宋
以
後
に
お
い
て
'
建
安
文
学
に
対
す
る
評
価

が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

曹
操
巣
府
詩
論
考



一〇
〇

曹
操
は
'
暫
現
政
権
の
政
治
上
の
債
袖
で
あ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
'
曹
基
や
曹
植
と
と
も
に
文
学
上
の
債
袖
と
し
て
'
適
切
な
保
護
と

(1
)

指
導
を
行
な
っ
た
｡
曹
操
詩
は
'

鍾
嘆
の

『
詩
品
』

で
下
品
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
が
'

清
初
の
王
士
顧

(
1
六
三
四

-
1
七

1
1
)
は
'

『漁
洋
詩
話
』
で
'
上
品
に
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
.
さ
ら
に
'
そ
の
少
し
前
'
後
七
子
の
指
導
者
で
あ
る
王
世
貞

(
1
五
二
六

-
九

〇
)
は
'
『蛮
苑
屈
言
』
巻
三
に
､
｢曽
公
葬
葬
'
古
直
悲
涼
'
子
桓
小
藻
'
自
是
禁
府
本
色
'
子
建
天
才
流
麗
'
雑
著
冠
千
古
､
而
寛
遜

父
兄
'
何
以
故
'

材
大
高
'

鮮
太
華
｣

と
述
べ
て
'
曹
操
に
高
い
評
価
を
与
え
る
｡

彼
の
門
下
で
あ
る
胡
応
麟

(
1
五
五

1
-
1
六

1

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

へ2
)

二
)
は

｢論
楽
府
也
'
読
者
不
可
偏
泥
｣

と
注
意
す
る
が
'

結
局
の
と
こ
ろ
'

曹
操
の
文
学
的
地
位

へ
の
高
い
評
価
で
あ
る
と
l亨
見
よ

う
｡

(3
)

(4
)

現
在
､
伝
わ
る
曹
操
の
詩
歌
は
'
十
八
の
完
篇
と
少
し
ば
か
り
の
断
片
で
あ
る
｡
そ
の
完
篇
は
､
全
て
楽
府
詩
で
あ
り
'
相
和
歌
辞
の

(5
)

範
暗
に
は
い
る

(郭
茂
情

『柴
府
詩
集
』
十
二
分
類
に
従
う
)
｡
そ
し
て
'
断
片
章
句
も

｢詰
俗
詞
｣
の
所
属
が
不
明
瞭
で
あ
る
は
か
は
'

皆
な
相
和
歌
辞
で
あ
る
｡

徒
詩
を
全
く
残
さ
な
い
こ
と
は
'

作
品
が
全
て
相
和
歌
の
曲
題
に
従
う
こ
と
と
と
も
に
'

曹
操
詩
の
大
き
な

ヽ
ヽ
ヽ

片
寄
り
で
あ
る
と
言
え
よ

う
｡

俗
楽
系
統
の
宮
廷
楽
の
呼
称
で
あ
る
相
和
歌
辞

(相
和
六
引

･
相
和
曲

･
吟
歎
曲

･
四
弦
曲

･
平
調
曲

･
清
調
曲

･
宏
調
曲

･
楚
調
曲

･
大
曲
)
の
中
で
､
曹
操
の
手
に
な
る
十
八
の
完
篇
は
'
｢嵩
里
行
｣

｢重
富
｣

｢気
出
唱
｣

三
首

｢封
酒
｣
｢度
開
山
｣
｢精
列
｣
｢階
上



桑
｣
の
合
計
九
首
が
相
和
曲
に
属
し
､
｢却
東
西
門
行
｣
｢歩
出
夏
門
行
｣
｢善
哉
行
｣
二
首
の
合
計
四
首
が
宏
調
曲
に
属
し
､
｢秋
胡
行
｣

二
首

｢苦
寒
行
｣
の
合
計
三
首
が
清
調
曲
に
属
し
'
｢短
歌
行
｣
二
首
が
平
調
曲
に
属
し
て
い
る
｡

相
和
歌
辞
に
つ
い
て
は
'

1
般
に
'
『
末
書
』
禁
志
三
に
記
さ
れ
る

｢相
和
'
漠
替
歌
也
'

新
竹
更
相
和
'

執
節
者
歌
｣
と
い
う
記
述

に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
相
和
歌
の
宮
廷
雅
楽
と
し
て
の
形
態
は
'
笛
な
ど
の
管
楽
器
と
'
琴

･
宏

･
撃
な
ど
の
弦
楽
器

か
ら
構
成
さ
れ
る
管
弦
交
響
楽
を
伴
奏
に
し
て
'
節

(柑
)
を
執
る
者
が
-
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
歌
う
も
の
で
あ
る
が
'
曹
操
の
楽
府
詩

(6
)

考
察
に
は
'
そ
の
起
源
を
示
す

｢漢
替
歌
也
｣
の
指
摘
が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
0ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

へ7
)

相
和
歌
の

｢漠
奮
歌
｣
起
源
説
に
つ
い
て
'
｢
凡
楽
章
古
詞
'

今
之
存
者
'

並
漢
世
街
情
話
詣
'
江
南
可
采
蓮

･
烏
生
十
五
子

･
白
頭

(cr･)

吟
之
展
'
是
也
｣
(『
末
書
』
禁
志

一
)
等
の
論
述
に
よ
っ
て
考
え
る
と
'
相
和
歌
辞
の
中
に
は
'
漠
か
ら
魂
に
か
け
て
市
井
に
流
行
し
て

い
た
民
間
歌
辞
が
多
く
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
｡
そ
し
て
へ

一
定
の
楽
器
伴
奏
を
持
た
ず
に
自
由
に
歌
唱
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
民
間
歌
曲
の
調
べ
が
踏
襲
さ
れ
'
雅
楽
的
に
変
曲
演
奏
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
'
い
ち
お
う
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

郭
茂
借
の

『楽
府
詩
集
』
に
付
す
注
記
に
従
え
ば
'
魂
楽
の
奏
す
る
所
は
'

｢度
開
山
｣

｢薙
露
｣

｢嵩
里
行
｣

｢封
酒
｣
の
四
首
で
あ

り
'
魂
晋
の
奏
す
る
所
は
'
｢善
哉
行
｣
二
首

｢歩
出
夏
門
行
｣
｢却
東
西
門
行
｣
｢気
出
唱
｣
三
首

｢精
列
｣
｢秋
胡
行
｣
二
首
の
十
首
で

あ
り
'
胃
楽
の
奏
す
る
所
は
'
｢短
歌
行
｣
二
首

｢苦
寒
行
｣
｢階
上
桑
｣
の
四
首
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
曹
操
の
作
品
が
'
正
式
に

一
王
朝

の
宮
廷
雅
楽
と
し
て
の
地
位
を
得
た
の
は
'
曹
基
の
天
子
即
位
後
の
魂
晋
王
朝
の
頃
で
あ
ろ
う
.
し
か
し
'
そ
れ
ら
の
中
に
は
'
楽
辞
と

し
て
変
形
さ
れ
た
も
の
の
み
が
残
り
'
本
来
の
歌
辞
で
あ
る
'
い
わ
ゆ
る
本
辞
は
'
す
で
に
そ
の
原
形
が
た
ど
り
が
た
-
な
っ
て
い
る
も

(9
)

の
も
あ
ろ

う
｡

曹
操
が
擬
古
楽
府
詩
の
対
象
に
し
た
市
井
の
歌
謡
は
'

｢哀
楽
に
感
じ
'
事
に
練
り
て
車
し
た
｣

民
衆
の
共
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
哀
歓

曹
操
楽
府
詩
論
考



一
〇
二

を
綴
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
ま
た
'
民
歌
に
普
遍
的
な
'
社
会
や
人
生
の
苦
し
み
の
訴
え
と
'
素
朴
な
恋
歌
を
主
要
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
も
言
え
る
｡
こ
の
民
間
歌
曲
を
対
象
と
し
て
'
そ
の
擬
作
に
励
ん
だ
こ
と
は
'
曹
操
が
他
方
で
'
荒
廃
し
た
制
度
や
儀
礼
の
再

建
の
一
環
と
し
て
'
先
代
の
古
楽
復
興
に
尽
力
し
た
政
治
行
為
と
較
べ
あ
わ
せ
る
と
'
そ
の
特
色
が
明
確
に
な
る
｡
『
末

書

｣

楽
志

一
に

は
'

数
式
中
荊
州
'
獲
杜
襲
'
喜
八
音
'
嘗
馬
漢
雅
楽
郎
'
尤
悉
巣
事
'
於
是
以
馬
軍
謀
祭
酒
'
使
瓶
定
雅
楽
'
時
又
有
郵
諒
･戸
商
'
善
訓
雅
楽
'歌

師
戸
胡
'
能
歌
完
廟
郊
和
之
曲
'
舞
師
渇
商

･
服
養
'
暁
知
先
代
諸
舞
'
襲
悉
総
領
之
'
遠
考
経
籍
'
近
采
故
事
'
魂
復
先
代
古
巣
'
自
重
始
也
'

而
左
延
年
等
妙
善
部
馨
'
惟
襲
好
古
存
正
蔦
t

と
い
う
記
事
が
あ
り
'
曹
操
が
漠
の
雅
楽
郎
で
あ
っ
た
杜
垂
を
中
心
に
し
て
'
伝
統
雅
楽
の
復
興
に
努
力
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
｡
そ

れ
は
'
建
安
十
三
年
の
荊
州
平
定

(劉
環
の
降
服
)
時
以
後
で
あ
る

(『
三
国
志
』
杜
襲
侍
に
も
'
同
様
の
記
述
が
あ
る
)
0

そ
の
後
'
建
安
十
八
年
'
貌
公
に
即
い
た
曹
操
は
'
軒
懸
の
楽
と
六
槍
の
舞
を
賜
わ
り
'
諸
侯
と
し
て
宮
廷
楽
団
を
持
つ
こ
と
が
'
公

式
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

そ
の
年
'

侍
中
の
官
職
に
昇
進
し
た
王
粂

(
一
七
七

-
二

一
七
)
は
'
『
三
国
志
』
本
俸
に

｢時
奮

儀
巌
弛
'
興
造
制
度
'
粂
恒
典
之
｣
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
額
廃
倫
欠
し
た
雅
楽
の
復
興
に
従
事
し
て
'
雅
楽
歌
辞
を
改
作
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
.
『
宋
書
』
禦
志

1
に
は
'
｢魂
図
初
建
'

使
王
薬
改
作
登
寄
及
安
世

･
巴
橡
詩
｣

と
あ
る
｡

ま
た
'

現
存
す
る
王
粂
作

｢大
鹿

(10
)

頒
｣
三
幸
は
'
宗
廟
創
建
時
に
お
け
る
'
曹
操
の
祖
先
を
ま
つ
る
頚
歌
で
あ
る
L
t
王
粂
作

｢魂
愈
見
舞
歌
｣
四
首
は
'
漢
の
｢
巴
漁
舞
｣

歌
の
改
作
で
'
｢魂
図
初
建
所
用
｣
(『
末
書
』
禁
志
二
所
載
'
｢貌
愈
見
舞
歌
｣
四
篇
題
下
注
)
と
あ
る
よ
う
に
'
同
じ
時
期
の
魂
徳
を
た

た
え
る
雅
楽
で
あ
る
｡

既
述
の
二
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
'
曹
操
は
'
艮
識
あ
る
政
治
家
と
し
て
杜
壁
や
王
条
ら
に
命
じ
て
雅
楽
に
関
す
る
仕
事
に
つ



か
せ
な
が
ら
'
他
方
に
お
い
て
は
'
自
ら
'
感
情
の
豊
富
な
民
歌
を
'
自
己
の
情
熱
と
関
心
を
そ
そ
ぐ
唯

一
の
詩
歌
様
式
の
対
象
と
し
て

選
択
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
そ
こ
に
は
､
曹
操
の
公
的
側
面
と
私
的
側
面
と
が
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

こ
の
古
楽
復
興
は
'
お
そ
ら
く
当
時
に
お
け
る
楽
府
詩
作
成
の
空
気
を
助
長
す
る

1
因
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
､
む
し
ろ
大
切
な
点

は
'
雅
楽
歌
辞
の
作
成
拒
否

(も
し
-
は
'
回
避
)
に
見
ら
れ
る
曹
操
の
私
的
側
面
で
あ
る
｡
荘
重
典
雅
で
は
あ
る
が
'
退
屈
な
伝
統
雅

楽
に
つ
い
て
は
､
自
己
の
幕
僚
に
委
せ
'
自
ら
は
清
新
で
活
発
な
民
歌
を
愛
好
し
て
'
そ
の
斑
作
を
作
成
し
た
の
で
あ

っ
た
｡

こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
'
家
庭
環
境
と
生
来
の
気
質
で
あ
る
.
祖
父
曹
膳
は
､
花
嘩

『後
漢
書
』
本
俸
に
'

｢騰
用
事

省
園
三
十
除
年
'
奉
事
四
帝
'
未
嘗
有
過
'
其
所
進
達
､
皆
海
内
名
人
｣
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
'
百
官
と
し
て
す
ぐ
れ
た
能
力
を
持

っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
､

一
面
ま
た
'
経
済
上
の
食
欲
さ
も
宵
宮
の
常
と
し
て
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
'
そ
の
養
子
で
曹
操
の
親

に
あ
た
る
曹
嵩
は
'
同
侍
に

｢嵩
'

蛋
帝
時
'

貨
賂
中
宮
'

及
輪
西
園
鏡

1
億
寓
'

故
位
至
大
尉
｣
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
あ

っ

た
｡
こ
の
よ
う
な
曹
操
の
家
庭
環
境
は
'
実
に
戦
国
処
世
の
知
恵
を
育
て
る
に
ふ
さ
わ
し
い
功
利
主
義

･
現
実
主
義
な
立
場
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
｡
ま
た
そ
の
結
果
'

伝
統
文
化
の
制
約
が
よ
り
少
な
い
こ
と
に
な
り
'

｢少
機
警
'

有
桂
数
､

而
任
侠
放
蕩
'

不
治
行
業
｣

(武
帝
紀
)
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
'
少
年
期
の
放
縦
を
喜
び
'
礼
教
の
拘
束
外
に
奔
放
に
ふ
る
ま
う
態
度
を
'

一
層
助
長
さ
せ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
｡
こ
の
態
度
は
'
政
界
進
出
に
つ
れ
て
'
次
第
に
屈
折
し
な
が
ら
'
反
伝
統
的
実
際
主
義

へ
と
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
る
｡
名
門

勢
力
と
の
'
政
治
軍
事
方
面
に
お
け
る
利
害
関
係
の
対
立
と
矛
盾
の
中
で
'
曹
操
の
政
治
行
為
は
'
ま
す
ま
す
'
反
伝
統
的
態
度
を
志
向

す
る
｡
こ
う
し
た
態
度
は
'
詩
歌
の
実
作
と
い
う
私
的
側
面
で
も
忌
憧
な
-
発
揮
さ
れ
'
伝
統
の
薄
弱
な
民
間
歌
謡
の
擬
作
行
為

へ
と
次

第
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
つ
ま
り
'
そ
の
行
為
は
'
反
伝
統
的
現
実
主
義
と
い
う
政
治
行
為
が
'
文
学
の
創
作
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
は
ま
た
'
自
己
の
強
烈
な
噂
好
性
を
重
ん
じ
る
自
由
な
態
度
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
｡

曹
操
巣
府
詩
論
考



10
E
r

『文
心
離
龍
』
章
表
篇
に
見
ら
れ
る

『
曹
公
構
､
『真
木
必
三
譲
､
又
勿
得
浮
華
』､
所
以
魂
初
表
章
'
指
事
造
寛
'
求
其
酵
麗
'
則
夫
足

美
｣
の
記
述
は
'
こ
の
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
｡
同
時
に
ま
た
'
当
時
の
伝
統
的
文
学
様
式
で
あ
る
辞
賦
作
品
の
作
成
状
況
と
関
連
さ

せ
て
考
え
る
と
'
こ
う
し
た
傾
向
は
'

1
層
明
瞭
に
な
る
｡
蕨
可
均
の

『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
園
六
朝
文
』
の
輯
録
に
基
い
て
'
賦
数
を

数
え
る
と
'
曹
操

(
三
)
曹
丞

(
二
八
)
曹
植

(
五
四
)
院
璃

(四
)
王
薬

(
二
五
)
陳
琳

(
1
0
)
劉
偵

(六
)
鷹
揚

(
1
四
)
徐
幹

(八
)
繁
欽

(
7
三
)
楊
修

(
五
)

で
あ
る
.

こ
の
数
字
は
'

各
々
の
文
人
に
お
け
る
文
学
意
識
の
比
重
を
示
唆
L
t

曹
操
に
あ
っ
て

は
'
そ
の
詩
歌
作
成
行
為
の
も
つ
余
技
性
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
え
る
｡
曹
操
が
簡
潔
さ
を
好
む
た
め
'
助
字
を
多
-
使
用
す
る
辞
成
体

を
嫌
っ
た
ら
し
い
こ
と
は

『文
心
願
龍
』
章
句
篇
に
'
｢詩
人
以
号
字
入
於
句
限
'
楚
節
用
之
T

字
出
句
外
'

尋
号
字
成
句
'
乃
語
助
飴

餐
-
-
而
魂
武
弗
好
'
童
不
以
無
益
文
義
耶
｣
と
記
す
劉
鋸
説
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡
曹
操
の
現
実
的
実
際
主
義
は
'
こ
の
面
に
も
強
く

働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

(ll
)

次
に
'
楽
府
詩
が
歌
謡
文
学
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
'
曹
操
の
音
楽
愛
好
や
歌
謡
愛
好
が
'
当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
彼
の
音
楽

才
能
に
つ
い
て
は
'
後
述
す
る
が
'
『
宋
書
』
契
志
に
'
｢但
歌
四
曲
'
出
自
漢
世
'
無
絃
節
作
技
'
最
先

一
人
唱
'
二
人
和
'
魂
武
帝
尤

好
之
｣
と
記
さ
れ
る
記
述
は
'
曹
操
の
歌
謡
愛
好
を
示
す
資
料
で
あ
る
｡
ま
た
'
曹
操
の
音
楽
愛
好
や
'
そ
の
日
常
生
活
の
あ
り
さ
ま
を

(12
)

伝
え
る
資
料
に
'
『
曹
臓
侍
』
の

｢大
観
番
人
挑
易
'
無
威
重
'
好
音
契
'
侶
優
在
側
'

常
以
日
蓮
夕
･･････毎
興
人
談
論
'

戯
弄
言
詞
'

壷
無
所
隠
'
及
欺
悦
大
笑
'
至
以
頭
没
杯
案
中
'
肴
膳
皆
清
汗
巾
憤
'
其
軽
易
如
此
｣
の
記
事
が
あ
る
｡
こ
の
資
料
を
読
む
と
'

『文
心

願
龍
』
禦
府
篇
に
記
さ
れ
る

｢俗
聴
飛
馳
'
職
競
新
異
'
雅
詠
温
恭
'
必
欠
伸
魚
呪
'
奇
辞
切
至
'
則
桁
解
雀
躍
｣
の
叙
述
が
'
改
め
て

思
い
出
さ
れ
る
｡
民
衆
の
民
歌
愛
好
の
特
徴
を
記
す
こ
の
記
事
と
'
前
引

『
曹
隔
博
』
の
叙
述
の
問
に
は
'
明
ら
か
に

一
種
の
近
似
性
と

言
え
る
も
の
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
曹
操
は
'
い
わ
ば
漢
代

『
詩
経
』
学
に
代
表
さ
れ
る
儒
家
的
文
学
理
念
'
す
な
わ
ち
'
誼



諌
精
神
の
内
在
に
よ
る
政
治
寄
与
を
志
向
す
る
漢
偏
の
文
学
理
念
の
桂
積
か
ら
離
脱
し
て
'
自
己
の
好
尚
や
感
情
に
比
較
的
素
直
な
民
衆

に
近
い
立
場
に
'
結
果
的
に
は
存
在
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
換
言
す
れ
ば
'
曹
操
の
現
実
主
義
的
な
態
度
や
'
自
己
の
時
好
性
重
視
の

傾
向
が
'
明
道

･
徴
聖

･
崇
経
と
い
っ
た
儒
家
的
文
学
思
想
の
超
魁
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
｡

こ
の
事
は
'
当
時
の
文
人
を
代
表
す
る
建
安
七
子
の
楽
府
作
品
が
'
数
量
的
に
僅
少
な
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
孔

融

･
劉
槙

･
徐
幹

･
麿
場
の
四
人
は
'
楽
府
作
品
を
全
く
残
さ
な
い
L
t
王
薬
は
前
述
の
よ
う
に
'
荘
重
な
雅
楽
の
歌
辞
の
み
で
あ
る
｡

(13
)

わ
ず
か
に
'
陳
琳
の

｢飲
馬
長
城
窟
行
｣

1
首
'
院
頭
の
｢駕
出
北
郭
門
行
｣
｢怨
詩
｣
と
い
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
は
'
留
意
す
べ
き
現

(14
)

象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
｡
つ
ま
り
'
建
安
七
子
は
'
も

っ
ぱ
ら
辞
賦
と
徒
詩
の
作
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
｡

≡

曹
操
の
楽
府
詩
は
'
『
詩
経
』
六
義
説
の
内
容
分
類
を
示
す
風
推
頚
の
区
分
に
従
え
ば
'
お
お
む
ね
国
風
に
対
す
る
模
擬
作
品
で
あ
る
｡

そ
も
そ
も
'
楽
府
古
辞
の
創
作
に
は
'
㈲
民
間
の
歌
謡

㈲
文
人
の
詩
賦

(司
馬
相
知
ら
)

回
音
律
に
明
る
い
人
間

(李
延
年
ら
)
の

作
品
t
の
三
つ
の
源
泉
が
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
模
廃
の
楽
府
詩
は
'
楽
府
古
辞
の
も
つ
三
つ
の
要
素
-
仰
楽
府
題

(曲
名
)
～

回
曲
調

再
歌
辞

(内
容
)
-
に
'
あ
る
種
の
感
興
を
お
ぼ
え
'
そ
の
替
え
歌
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
｡
そ
の

三
要
素
へ
の
感
興
と
継
承
に
関
し
て
は
'
強
弱
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
'
あ
る
種
の
脈
絡
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
｡

し
か
し
'
今
日
'
曲
調
が
未
詳
で
あ
る
以
上
'
模
擬
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
は
'
い
ち
お
う
楽
府
題
を
同

1
に
す
る
作
品
群
に
限

曹
操
巣
府
詩
論
考



一〇
六

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

今
日
'

一
般
に
'
後
漠
の
明
帝
の
頃
の
作
で
あ
る
東
平
王
蒼
の

｢武
徳
舞
歌
詞
｣
や
､
無
名
氏
の

｢雁
門
太
守
行
｣
は
'
い
わ
ゆ
る
擬

(15
)

古
楽
府
詩
の
始
ま
り
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
そ
れ
ら
の
わ
ず
か
な
実
例
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
作
品
は
'
宗

廟
を
ま
つ
る
歌
辞
や
無
名
氏
の
作
で
あ
り
'
特
定
の
個
人
が
'
持
続
的
な
情
熱
と
関
心
を
よ
せ
た
作
品
で
は
な
い
｡
曹
操
は
'
擬
古
楽
府

詩
の
制
作
に
恒
常
的
な
興
味
と
関
心
を
持
ち
続
け
た
最
初
の
名
あ
る
文
人
で
あ
る
と
言

っ
て
も
よ
い
｡
こ
の
意
味
で
'
曹
操
は
'
楽
府
史

の
展
開
の
中
で
'
新
し
い

一
種
の
創
作
態
度
を
選
択
し
た
文
学
史
的
功
績
を
持
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

曹
操
は
'
模
擬
作
品
を
多
作
し
な
が
ら
'
歌
辞
内
容
の
面
で
は
'
全
く
新
鮮
な
詩
句
を
吐
露
す
る
｡
そ
れ
は
'
時
に
は
'
全
く
古
辞
内

容
と
の
脈
絡
を
も
た
ぬ
作
品
と
な
り
'
ま
た
時
に
は
'
既
成
の
古
辞
内
容
に
知
識
人
と
し
て
の
理
性
に
基
づ
く
責
務
や
理
想
を
加
え
た
作

品
と
も
な
っ
て
'
強
い
説
理
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
｡
曹
操
の
作
品
の
内
へ
楽
府
古
辞
の
現
存
し
て
い
る
も
の
は
'
十
八
の
完
篇
の
中

で
'
｢善
哉
行
｣
二
首

｢歩
出
夏
門
行
｣
｢薙
露
｣
｢若
里
行
｣
｢階
上
桑
｣

の
六
首
で
あ
る
｡

｢来
日
大
難
｣
云
々
と
続
く

｢善
哉
行
｣
古

辞
は
'
宴
会
時
の
賓
客
贈
答
の
歌
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
'

曹
操
の

｢善
哉
行
｣

(古
公
)
は
'

い
わ
ば
詠
史
詩
で
あ
り
'

｢善
哉

(16
)

行
｣

(自
惜
)
は
'
自
叙
詩
の
体
裁
を
と
る
｡
｢邪
径
過
空
磨
｣
の
句
で
始
ま
る

｢歩
出
夏
門
行
｣
(陵
西
行

)
古
辞
は
升
仙
得
道
を
歌
う

が
'
曹
操
の
作
品
は
'
烏
桓
征
伐
を
契
機
に
生
れ
た
作
品
で
あ
り
'
｢親
沿
海
｣'
｢冬
十
月
｣
'
｢土
不
同
｣
へ
｢急
難
毒
｣
と
続
く
'

一
種
の

連
作
形
態
を
と
る
｡
ま
た
'
｢階
上
桑
｣

古
辞
は
羅
敦
に
.ま
つ
わ
る
叙
事
詩
で
あ
る
が
'

曹
操
の
作
品
は
遊
仙
詩
で
あ
る
｡
曹
操
の

｢薙

(17
)

露
｣
と

｢蕎
里
行
｣
の
作
品
は
'
-
清
の
張
玉
穀

(?
-

一
七
七
二
)
が
'

『古
詩
賞
析
』
巻
八
で
指
摘
す
る
よ
う
に
-

'
崖
豹
の

『古

(18
)

今
注
』
に
記
す
二
古
辞
の
も
つ
差
異

(
｢重
富
｣
は
王
公
貴
人
の
挽
歌
'
｢蔦
里
行
｣
は
士
大
夫
庶
人
の
挽
歌
)
を
継
承
し
な
が
ら
も
'
古

楽
府
を
借
り
て
当
時
の
社
会
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
｡
両
作
品
は
'
漢
王
朝
の
衰
微
に
対
す
る
'

一
人
の
知
識
人
と
し
て
の
挽
歌
で
あ



る
と
も
評
価
で
き
る
が
'
明
の
諸
元
春

(
一
五
八
六
-
一
六
三

一
)
が
'
｢亜
露
貰
里
'
如
此
着
想
､
如
此
害
意
､
翻
轟
従
来
擬
古
門
戸
｣
(19
)

(『古
詩
軒
』)
と
言
う
よ
う
な
積
極
的
評
価
こ
そ
適
切
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
は
か
'
｢秋
胡
行
｣
古
辞
が
'

『
西
京
誰
記
』
や

『列
女
俸
』
所

載
の
不
幸
な
秋
朝
の
妻
を
詠
じ
た
作
品
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
'
曹
操
の
そ
れ
は
'
神
仙
的
要
素
の
顕
著
な
作
品
で
あ
る
か
ら
'
こ
こ
に
も

大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

(20
)

こ
の
よ
う
な
楽
府
古
辞
内
容
と
の
大
き
な
釆
離
は
'
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
れ
は
'
恐
ら
く
'
曹
操
が
楽
府
詩
と
い
う
文

学
様
式
を
借
り
て
'
自
己
の
強
烈
な
個
人
的
思
想
や
情
念
を
吐
露
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
｡

一
般
に
'
個
人
の

思
想
や
士
大
夫
の
感
情
が
よ
り
直
哉
的
に
表
白
さ
れ
る
の
は
へ
散
文
よ
り
も
韻
文
で
あ
り
'
当
時
の
文
学
様
式
に
即
し
て
言
え
ば
'
そ
れ

を
担
当
す
る
も
の
は
'
ま
ず
'
漠
代
の
文
学
の
主
流
で
あ
る
辞
脱
で
あ
り
'
つ
い
で
楚
辞
風
の
歌
詩
や
'
後
漠
の
始
め
以
来
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
徒
詩
で
あ
っ
た
｡
少
な
-
と
も
現
存
詩
に
依
拠
す
る
限
り
へ
徒
詩
を
全
-
残
さ
な
い
曹
操
に
お
い
て
は
'
言
志

(述
志
)
と
い
う

行
為
を
行
な
い
う
る
文
学
様
式
は
'
楽
府
体
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う

一
種
の
必
然
性
が
あ
る
｡
し
か
も
楚
辞
風
の
歌
を
作
ら
ず
'

辞
風
も
ほ
と
ん
ど
作
ら
な
い
曹
操
に
と

っ
て
'
こ
の
点
は
さ
ら
に
必
然
的
な
過
程
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
｡
こ
の
点
に
'
既

述
の
よ
う
な
相
和
歌
辞

へ
の
愛
好
を
示
す
'
い
く
つ
か
の
原
因
が
重
な
り
あ
っ
た
時
'
曹
操
に
あ
っ
て
は
'
楽
府
詩
を
自
己
の
言
志
様
式

と
し
て
選
択
す
る
こ
と
は
'
ま
こ
と
に
容
易
な
道
筋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
民
歌
の
擬
作
を
自
己
の
言
志
様
式
と
し
て
採
用
す
る
と

い
う
態
度
も
'
楽
府
詩
の
歴
史
に
お
い
て
'

一
つ
の
画
期
的
な
で
き
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
｡

歌
謡
文
学
で
あ
る
楽
府
詩
を
自
己
の
言
志
様
式
と
し
て
選
択
す
る
場
合
'

音
楽
的
才
能
は
'

特
に
重
要
で
あ
る
｡
『文
心
願
龍
』
柴
府

篇
に
は
'
｢至
於
魂
之
三
組
'
気
爽
才
麗
'
宰
割
新
調
'
音
摩
節
平
｣
云
々
と
記
さ
れ
て
お
り
'

曹
操
が
'

曹
基

(文
帝
)
や
嘗
叡

(明

宿
)
と
と
も
に
'
歌
詞

･
音
調
両
面
に
お
い
て
'
相
当
の
自
由
さ
で
楽
府
詩
を
作
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
ま
た
'
曹
操
自
身
'
草
書

曹
操
楽
府
詩
論
考



70
<

や
囲
英
な
ど
の
才
能
と
と
も
に
'
音
楽
に
対
し
て
も
卓
越
し
た
才
能
を
も

っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
'
晋
の
張
華

(
二
三
二
-
三
〇
〇
)

(12
)

作

『博
物
志
』
に
記
さ
れ
る

｢桓
讃

･
察
畠
善
音
楽
‥
三

太
阻
皆
輿
埼
能
｣
の
語
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
の
結
果
'

｢御
軍

(12
)

三
十
飴
年
'
手
不
捨
書
'
豊
則
講
武
策
'
夜
別
思
経
俸
'
登
高
必
賦
'
及
造
新
詩
'
被
之
管
絃
'
皆
成
禁
章
｣
(『親
書
』)
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
'
兵
馬
佐
倭
の
間
に
作
成
さ
れ
た
新
し
い
歌
詞

(楽
府
詩
)
は
'
お
そ
ら
-
'
そ
の
ま
ま
歌
え
る
楽
章
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
｡

殊
に
'
｢及
造
新
詩
'
被
之
管
絃
'
皆
成
禁
章
｣

の
記
述
は
'

音
楽
的
才
能
の
豊
か
な
曹
操
に
お
け
る
'
楽
府
体
を
借
り
た
言
志
と
い
う

行
為
の
も
つ
自
由
さ
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

現
存
の
楽
府
古
辞
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
'
曹
操
の
作
品
と
較
べ
あ
わ
せ
な
が
ら
'
音
数
律
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
'
雑
言
体
で
あ

る

｢薙
露
｣
･
｢高
里
行
｣古
辞
は
'
曹
操
の
作
品
の
中
で
五
言
体
に
改
ま
る
と
と
も
に
'
著
し
-
篇
幅
が
長
-
な
っ
て
い
る
｡
逆
に
'
｢陪

(21
)

上
桑
｣
古
辞
は
五
言
体
で
あ
る
の
に
'
曹
操
の
作
品
は
雑
言
体
に
な
っ
て
い
る
｡
｢歩
出
夏
門
行
｣
は
'
五
言
か
ら
四
言
に
'
｢善
哉
行
｣

は
'
四
言

〔
｢善
哉
行
｣
(古
公
)
〕
と
五
言

〔
｢善
哉
行
｣
(自
惜
)
〕
に
'
そ
れ
ぞ
れ
分
岐
し
て
変
化
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
'
劉
姐
の
言

う

｢宰
割
新
調
'
音
磨
節
卒
｣
の
'

一
つ
の
実
例
で
あ
ろ
う
か
｡

今
日
'
｢気
出
唱
｣
｢精
列
｣
｢苦
寒
行
｣
｢度
関
山
｣
｢封
酒
｣
｢短
歌
行
｣
｢秋
胡
行
｣
｢却
東
西
門
行
｣
の
各
作
品
に
は
'
古
辞
が
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
'
曹
操
の
擬
古
楽
府
詩
を
現
存
最
古
の
も
の
と
す
る
｡

そ
の
内
'

｢気
出
唱
｣
や

｢精
列
｣
は
'
後
代
の
同
楽
府
題
に

基
い
た
擬
作
を
も
た
な
い
が
'
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
'
曹
操
以
後
の
同
名
の
擬
古
楽
府
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
保
存
の
処
置
が
取
ら
れ

な
い
民
間
歌
曲
歌
辞
は
'
自
然
に
消
滅
変
遷
し
て
ゆ
き
や
す
い
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
魂
苦
楽
で
奏
さ
れ
'
宮
廷
雅
楽
と
し
て
の
地
位
を
得

た
曹
操
の
作
品
は
t
よ
り
よ
-
保
存
さ
れ
'
記
録
に
残

っ
て
い
く
｡
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
は
'
伝
承
す
る
最
も
古
い
楽
府
詩
と
し

て
'
曹
操
の
擬
古
作
品
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
'
自
然
に
作
り
出
さ
れ
る
｡
楽
府
言
辞
の
遺
失
し
た
作
品
群
で
は
'
曹
操
の
擬
古



楽
府
詩
を

一
種
の
楽
府
古
辞
化
す
る
傾
向
を
内
在
し
て
い
る
.

『楽
府
解
題
』
の

｢苦
楽
奏
魂
武
帝
北
上
篇
'
備
言
泳
雪
難
谷
之
苦
'
其

(22
)

後
或
謂
之
北
上
行
'
蓋
因
武
帝
節
而
擬
之
也
｣
と
述
べ
る
説
は
'
曹
操
の

｢苦
寒
行
｣
を
直
接
的
な
感
興
の
対
象
と
し
て
意
識
し
た
こ
と

を
物
語
る
｡
｢度
開
山
｣
を
除
く
他
の
作
品
は
'
お
お
む
ね
'
後
代
の
陸
機

(二
六
一
-
三

〇
三
)

や
謝
憂
遅

(
三
八
五
-
四
三
三
)
ら

の
擬
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
ま
た
'

｢苦
寒
行
｣
な
ど

一
部
の
作
品
は
'
楽
府
題
と
歌
辞
と
の
関
係
が
密
接
で

あ
る
が
'
こ
れ
は
'
曹
操
の
作
品
が
'

一
般
に
古
辞
の
内
容
や
楽
府
題
と
帝
離
す
る
傾
向
を
も
つ
な
か
に
あ
っ
て
'
や
や
例
外
的
な
感
じ

(23
)

を
与
え
る
｡

｢苦
寒
行
｣
は
'
或
い
は
古
辞
を
も
た
な
い
新
し
い
作
品
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
｡
曹
操
の
擬
古
楽
府
詩

が
'
そ
れ
自
休
'
楽
府
古
辞
化
す
る
と
い
う
傾
向
を
帯
び
る
こ
と
は
'
楽
府
史
の
展
開
の
上
で
'
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
｡

四

こ
こ
で
'
曹
操
の
楽
府
詩
に
見
ら
れ
る
内
容
上
の
特
色
を
考
え
て
お
き
た
い
｡
曹
操
の
生
存
し
た
後
産
の
末
葉
は
'
殺
載

･
飢
餓

･
疫

(24
)

病
等
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
時
代
で
あ
り
'
根
強
い
社
会
不
安
が
禰
漫
し
て
い
た
.
例
え
ば
'
曹
基
の

『輿
論
』

自序
に
は
'
｢初
午
之
初
'

董
卓
殺
主
鴻
后
'
蕩
覆
王
室
'
是
時
四
海
既
困
中
平
之
政
'
乗
悪
卓
之
凶
逆
'
家
家
思
乳
'
人
人
目
危
｣
と
'
戟
乱

へ
の
予
感
に
お
の
の

(25
)

い
た
民
衆
の
姿
が
記
さ
れ
'

曹
操
の
建
安
七
年

(
二
o
二
)

の
令
に
は
'
｢書
起
義
兵
'
為
天
下
除
暴
乱
'
奮
土
人
民
'
死
喪
略
壷
'
国

中
終
日
行
､
不
見
所
識
｣
と
あ
り
'
董
卓
の
乱
以
後
の
荒
廃
を
想
像
さ
せ
る
.
ま
た
'
文
帝
曹
基
に
対
す
る
杜
恕

(
1
九
六

～
二
五
二
)

曹
操
楽
府
詩
論
考



T
10

(26
)

の
上
疏
に
み
ら
れ
る
'
｢今
大
塊
奄
有
十
州
之
地
'
而
承
喪
乳
之
弊
'
計
其
戸
口
'
不
如
往
昔

一
州
之
民
｣

の
語
も
あ
る
｡

絶
え
ず
混
迷

を
続
け
る
社
会
の
中
で
'
人
生
無
常
と
い
う
意
識
か
'
当
時
の
時
代
思
潮
に
な
り
'
そ
の
結
果
'
詩
歌
の
面
に
も
'
人
生
を
朝
露

･
客
子

(27
)

･
廉
塵
な
ど
に
た
と
え
'
金
石
に
あ
ら
ず
と
嘆
ず
る
口
吻
が
､
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
薙
容
た
る
泰
平
の
昔
か
ら
'
蒼
涼
た
る

悲
哀
の
音
が
'
詩
歌
の
基
調
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
風
気
の
中
か
ら
'
享
楽
と
悲
哀
の
歌
声
が
生
ま
れ
る
｡
神
仙
思
想
や
老
荘
思
想
の
流
行
に
つ
れ
て
'
登
仙
や
不
老
長
生
を
追
求
す

る
作
品
が
'
延
命
長
寿
を
こ
と
ほ
ぐ
祝
頒
歌
辞
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡

相
和
歌
辞
の

｢長
歌
行
｣
｢董
逃
行
｣
｢善
哉
行
｣
｢王
子

喬
｣
な
ど
は
'
天
子
や
貴
顕
の
長
寿
を
祈
る
詩
句
で
あ
り
'
仙
人
や
仙
薬
を
求
め
る
遊
仙
詩
の
萌
芽
と
言
え
よ
う
｡

曹
操
は
'
こ
の
よ
う
な
時
代
思
潮
の
中
に
あ
っ
て
'
典
型
的
な
'
祝
頒
歌
辞
的
な
ス
タ
イ
ル
で

｢階
上
桑
｣'
｢気
出
唱
｣
三
首
の
遊
仙

詩
を
残
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
同
様
に
こ
の
系
列
に
属
し
な
が
ら
'

｢精
列
｣
や

｢秋
胡
行
｣

な
ど
の
作
品
に
は
'
結
局
の
と
こ
ろ
､
典

型
的
な
遊
仙
詩
に
は
な
り
え
に
く
い
'
仙
道
探
求
や
神
仙
的
不
老
不
死
へ
の
'
あ
る
種
の
疑
惑
と
否
認
の
意
識
が
吐
露
さ
れ
る
｡

蕨
初
生
'
造
化
之
陶
物
､
莫
不
有
終
期
'
莫
不
有
終
期
'
聖
賢
不
能
免
'
何
番
懐
此
菱
､
願
蛸
龍
之
駕
'
思
想
崖
寄
居
'
思
想
崖
寄
居
'
見
欺
於

迂
怪
'
志
意
在
蓬
莱
'
志
意
在
蓬
莱
'
周
孔
聖
担
落
'
合
梧
以
墳
丘
'
陶
陶
誰
能
度
'
君
子
以
弗
憂
年
之
暮
'
奈
何
時
過
時
来
微
､
(｢括
列
｣
)

理
性
と
永
生
の
欲
求
と
の
激
し
い
葛
藤
'
そ
の
中
か
ら
生
れ
る
深
い
憂
愁
が
'
こ
こ
に
は
吐
露
さ
れ
て
い
る
｡
有
限
な
る
人
間
が
無
限
な

る
神
仙
世
界
に
憧
慣
し
て
も
､
結
局
'
無
意
味
で
欺
か
れ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
説
理
的
な
態
度
は

｢秋
胡
行
｣

(願
登
)
の

｢不
戚
年

往
'
憂
世
不
治
'
存
亡
有
命
､
慮
之
為
蛍
｣
の
こ
と
ば
と
と
も
に
'
詩
に
理
性
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
知
識
人
の
一
姿
勢
で
あ
る
と
言
え

よ
う
か
｡
｢古
詩
十
九
首
｣
に
'
｢服
食
求
所
仙
'
多
馬
薬
所
課
｣
や

r仙
人
王
子
喬
'
難
可
輿
等
期
｣
の
発
言
が
あ
る
こ
と
と
と
も
に
'

注
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
｡



前
に
引
い
た

『博
物
志
』
に
は
､
曹
操
の
私
的
趣
味
を
記
し
て
､
｢
又
好
養
性
法
､

亦
解
万
葉
､

招
引
方
術
之
士
'
慮
江
左
慈

･
誰
郡

華
陀

･
甘
陵
甘
始

･
陽
城
郭
倹
'
無
不
畢
至
｣
と
述
べ
る
-
だ
り
が
あ
る
｡
こ
の
不
老
長
生
術
へ
の
関
心
は
'
秦
の
始
皇
帝
や
漠
の
武
帝

の
よ
う
に
'
神
仙
的
不
老
不
死
へ
の
'
非
理
性
的
な
耽
溺
を
示
す
行
為
に
な
っ
て
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
現
実
に
あ
っ
て
は
'

(28
)

実
際
的
な
政
治
施
策
が
常
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
曹
植
の

｢非
道
論
｣
に
は
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

世
有
方
士
'
書
王
悉
所
招
致
'
甘
陵
有
甘
始
'
虞
江
有
左
慈
'
陽
城
有
郊
倹
'
姶
能
行
気
導
引
'
慈
暁
房
中
之
術
'
倹
善
騨
穀
'
悉
競
敢
百
歳
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

本
所
以
集
之
於
我
国
者
'
誠
恐
此
人
之
徒
'
接
姦
論
以
欺
衆
'
行
妖
意
以
惑
民
'
故
果
而
禁
之
也

と
あ
る
｡
曹
操
は
'

当
時
の
民
衆
の
意
識
に
お
い
て
は
'

実
在
し
て
い
た
仙
道
探
求
が
幻
想
に
す
ぎ
ぬ
と
断
じ
'
｢痛
哉
世
人
'
見
欺
紳

(29
)

仙
｣
と
嘆
じ
て
'
方
士
た
ち
を
郭
都
に
集
め
'
厳
し
-
禁
圧
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

(30
)

(31
)

人
生
の
有
限
を
自
覚
し
っ
つ
'
し
か
も
享
楽
も
求
仙
も
拒
否
し
'
ま
た
'
隠
逸
脱
俗
や
不
遇
意
識
に
自
己
の
憂
愁
を
解
消
す
る
こ
と
も

な
く
'
曹
操
は
'
自
己
の
課
題
で
あ
る
乱
世
の
終
息
を
志
向
し
た
｡
時
間
の
推
移
に
対
す
る
深
い
覚
醒
の
も
と
'
人
間
の
営
為
に
よ
っ
て

人
寿
を
延
長
し
う
る
と
説
-
昂
揚
し
た
精
神
力
を
培

っ
た
の
は
'
そ
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

紳
金
銀
竃
'
猶
有
責
時
'
鷹
鹿
莱
霧
'
終
烏
土
灰
'
老
駿
伏
樫
'
志
在
千
里
'
烈
士
暮
年
'
壮
心
不
巳
'
盈
縮
之
期

不
但
在
天

養
恰
之
宿

可

ヽ
ヽ
ヽ

得
永
年
'
幸
甚
至
哉
'
歌
以
詠
志
'

こ
の

｢歩
出
夏
門
行
｣
第
四
解

｢免
壁
寿
｣
は
'
艶

(前
奏
曲
)
の
歌
辞

(雲
行
雨
歩
'
超
越
九
江
之
皐
･,･････経
過
至
我
砥
石
'
心
憎

慣
我
東
海
)
に
よ
っ
て
'
建
安
十
二
年

(
二
〇
七
)
の
烏
桓
征
伐
を
契
機
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
翌
年
'
鄭
城
に
帰

還
し
た
後
の
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
曹
操
は
'
す
で
に
五
十
四
歳
で
あ
る
.
詩
中
の

｢老
牒
｣
も

｢烈
士
｣
も
'
恐
ら
-
は
自
己
の
象
徴

で
あ
ろ
う
.
明
の
鐘
恒

(
7
五
七
四

-
1
六
二
四
)
は

｢勘
気
横
語
'
在

『不
但
在
天
』
上
'
有
君
相
造
命
之
意
'
『不
但
在
天
』'
腐
儒

曹
操
楽
府
詩
論
考



一
一
二

ヽ
ヽ

吐
舌
'
及
讃
下
二
句
'
始
知
見
英
雄
無
欺
人
語
｣
(『古
詩
帝
』)
と
論
評
す
る
が
'
下
1
1句

(養
情
之
福
'
可
得
永
年
)
は
'
む
し
ろ
や
や

感
情
を
抑
え
た
表
現
で
あ
り
'
自
己
の
天
命
思
想
に
敢
然
と
挑
ん
だ

｢盈
縮
之
期
'
不
但
在
天
｣
の
強
烈
な
意
志
力
こ
そ
が
'
そ
の
真
意

(12
)

だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡

建
安
十
五
年
十
二
月
の
令

(｢数
式
故
事
』
所
載
)
に
は
'
人
が
自
分
を

｢性
不
信
天
命
之
事
｣
と
見
て
い
る

と
'
曹
操
自
身
'
述
懐
す
る
が
'
真
実
'
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

｢融
亀
｣

や

｢騰
蛇
｣
の
よ
う
な
'
神
霊
的
な
長
寿
を
も

つ
と
さ
れ
る
生
物
に
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
老
額
や
烈
士
の
も
つ
煩
烈
な
精
神
力
は
'

一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
｡
時
間
の
推
移
に

も
か
か
わ
ら
ず
少
し
も
衰
え
な
い
精
神
力
の
優
越
性
こ
そ
が
'
人
間
の
生
命
の
有
限
性
の
中
で
'
最
も
充
実
し
た
重
々
し
い
人
生
を
送
る

最
大
の
武
器
で
あ
っ
た
｡
か
れ
は
'
そ
う
言
う
の
で
あ
ろ
う
｡
例
え
ば
院
璃
の

｢怨
詩
｣
に
見
ら
れ
る

｢民
生
受
天
命
'
漂
若
河
中
塵
'

難
解
百
僻
事
へ
執
億
慶
此
身
'
構
造
嬰
凶
繭
'
流
落
恒
苦
心
｣
の
感
概
と
は
'
全
く
色
調
を
異
に
す
る
｡
こ
の
点
に
'
曹
操
の
覇
者
的
な

ま
す
ら
お
ぶ
り
を
認
め
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

五

曹
操
の
作
成
し
た
擬
古
楽
府
詩
は
'
時
代
的
に
は
'
ま
だ
擬
古
楽
府
詩
作
品
の
文
学
史
的
伝
統
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
あ
る
｡

へ32
)

従
っ
て
'
唐
代
擬
古
楽
府
詩
に
見
ら
れ
る

｢感
動
の
古
典
化

･
客
鮭
化
｣
の
手
法
は
認
め
ら
れ
な
い
｡
そ
こ
に
は
'
も

っ
ぱ
ら
言
志

･
述

志
の
作
品
が
生
れ
て
い
る
｡
そ
の
た
め
'
曹
操
の
作
品
は
'
政
治
的
な
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
･
抱
負
を
歌
い
な
が
ら
'
経
世
済
民
の
熱
情
を
率
直

に
吐
霧
す
る
と
い
う
傾
向
を
帯
び
る
｡
｢天
地
間
'

人
馬
貴
｣
で
始
ま
る

｢度
開
山
｣
は
'

愛
民

.
守
法

･
勤
倹
の
政
治
方
針
を
歌
う
｡



ま
た
､
｢卦
酒
｣
は
'
曹
操
の
夢
想
す
る
泰
平
社
会
の
設
定
で
あ
り
'
そ
の
政
治
的
論
拠
を
諸
書
に
求
め
て
'
｢恩
洋
虞
及
草
木
昆
畠
｣
な

る
理
想
を
歌
う
｡

(33
)

曹
操
は
'
法
律
に
よ
る
綱
紀
粛
正
で
知
ら
れ
る
｡
陳
毒

(
二
三
三

-九七
)
は
武
帝
紀
許
で
'
｢撃
申

･
商
之
法
術
｣
と
記
し
'
膏
の
博

(34

)

(35
)

玄

(
二

l
七

-
七
八
)
は
'
｢近
着
'
魂
武
好
法
術
'
而
天
下
貴
刑
名
｣
と
述
べ
る
｡
曹
操
白
身
'
｢授
乳
之
政
'
以
刑
馬
先
｣
や
'

｢夫

(25
)

(12
)

刑
百
姓
之
命
也
』
と
も
'
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
法
術
主
義
は
'
乱
世
を
終
息
さ
せ
る
臨
機
応
変
的
な
法
治
で
あ
り

『曹
臓
博
』
に
'

｢然

持
法
唆
刻
'
諸
婿
有
計
量
勝
出
己
者
'
院
以
法
諜
之
'
及
故
人
膏
怨
'
亦
皆
無
飴
'
其
所
刑
殺
'
航
封
之
垂
沸
嵯
痛
之
'
終
無
所
活
｣
と

あ
る
よ
う
な
'
厳
刑
と
残
忍
さ
で
行
使
さ
れ
た
ら
し
い
.
｢度
開
山
｣
に
は

｢嵯
哉
後
世
'
改
制
易
律
'
勢
民
烏
君
'
役
賦
其
力
｣
と
あ

り
'
法
律
を
基
に
し
た

一
見
識
を
み
せ
て
い
る
｡

(12
)

同
時
に
'
節
倹
に
も
心
が
け
た
｡
『魂
書
』
に
'
｢雅
性
節
倹
'
不
好
華
麗
'
後
宮
衣
不
錦
繍
'
侍
御
履
不
二
采
'
惟
帳
岸
風
'
壊
則
補

納
'
菌
等
取
温
'
無
有
縁
飾
｣
と
'
日
頃
の
質
素
な
生
活
ぶ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

そ
の
節
倹
は
'
厚
葬
の
禁
止
と
も
な
っ
て
表
わ
れ
た
｡
『
末
書
』

薩
志
二
に
'

｢藻
以
後
'

天
下
迭
死
奇
癖
'
多
作
石
室
石
獣
碑
銘
等

物
'
建
安
十
年
'
魂
武
帝
以
天
下
離
弊
'
下
令
不
得
厚
葬
'
又
禁
立
碑
｣
と
あ
り
'

前
引
の

『魂
書
』
に
は
'

｢常
以
遠
終
之
制
'
襲
構

之
教
'
繁
而
無
益
'
俗
又
過
之
'
故
預
自
制
終
亡
衣
服
'
四
億
両
己
｣
と
言
う
｡
戦
乱
の
世
'常
に
軍
備
に
費
用
が
か
か
り

｢人
相
食
味
'

(36
)

白
骨
委
境
｣

の
よ
う
な
飢
餓
の
極
限
状
況
の
中
に
あ
っ
て
は
'

酒
禁
令
な
ど
と
と
も
に
'

節
倹
こ
そ
が
不
可
欠
の
対
策
で
あ
っ
た
｡
曹

操
が
'
屯
田

(民
屯

･
軍
屯
)
の
施
行
に
よ
り
'
戦
線
の
拡
大
と
勢
力
の
安
定
を
意
図
し
た
の
も
'
食
糧
不
足
と
い
う
現
実
が
存
在
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
｡

｢度
関
山
｣
に
'
｢舜
漆
食
器
'

畔
者
十
固
'

不
及
唐
尭
'
采
稼
不
断
'
世
歎
伯
東
'
欲
以
属
俗
'
修
悪
之
大
'
倹

為
共
徳
｣
と
述
べ
て
い
る
の
は
'
著
惨
と
い
う
も
の
が
精
神
の
蚕
蝕
に
ま
で
到
り
う
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

曹
操
巣
府
詩
論
考



一
一
四

曹
操
の
言
志
の
具
で
あ
る
楽
府
詩
は
'
既
述
の
よ
う
な
政
治
的
色
彩
を
持
つ
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
故
に
ま
た
､
自
己
を
聖
人

･
覇
者

･

仁
者
等
に
仮
託
す
る
多
く
の
表
現
を
生
む
｡
こ
の
こ
と
は
'
明
末
清
初
の
朱
嘉
微

(
一
六

〇
二
-
八
四
)
が
'

｢余
頗
頒
其
歌
詞
'
未
嘗

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

不
悲
其
志
'
慣
其
労
也
'
但
託
喰
周
公
吐
晴
'
以
西
伯
日
産
'
畢
明
辞
付
之
後
人

此
為
英
雄
欺
人
｣
(『楽
府
贋
序
』
巻
八
)
と
述
べ
る

よ
う
な
批
判
の
的
に
な
る
こ
と
が
多
い
O
｢短
歌
行
｣
(周
西
)
は
'
文
王

･
酉
桓

･
晋
文
の
三
者
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
'
天
子
補
佐
の

態
度
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
｢酉
桓

･
育
文
所
以
垂
稀
至
今
日
者
'
以
其
兵
勢
慶
大
'
猶
能
奉
事
周
室
也
'
論
語
云
'
三
分

(37
)

天
下
有
其
二
㌧
以
服
事
般
'
周
之
徳
可
謂
至
徳
央
'
夫
以
大
事
小
也
｣
と
'
曹
操
自
ら
述
懐
す
る
よ
う
に
'
儒
家
的
な
高
い
節
義
が
'
そ
れ

(12
)

ら
の
先
人
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
『魂
氏
春
秋
』
に
は
'
｢若
天
命
在
吾
'
吾
馬
周
文
王
央
｣
と
'
自
ら
述
べ
た
こ
と
を

(12
)

記
し
'
皇
甫
譜
の

『逸
士
博
』
に
は
'
王
偏
が
'
｢曹
公
'

天
下
之
雄
也
'

必
能
興
覇
道
'
鮭
桓

･
文
之
功
者
也
｣
と
発
言
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
｡
こ
れ
ら
は
'
曹
操
が
漠
室
を
奉
戴
し
て
最
後
ま
で
臣
節
を
貫
き
通
す
よ
う
に
見
せ
て
'
天
下
の
信
望
を
巧
妙
に
つ
な
ご
う
と

す
る
意
図
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
と
も
に
'

一
面
ま
た
'
歴
史
上
の
治
乱
興
亡
の
も
つ
複
雑
さ
と
'
道
徳
倫
理
と
の
つ
な
が
り
を
検
証
し
な

が
ら
'

文
王

･
葬
桓

･
育
文
等

に
自
己
投
入
し
て
'

歴
史
的
名
誉
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
思
考
の
顕
在
化
で
も
あ
る
｡

諸
葛
亮
は
若
い

(38
)

頃
'
管
仲
や
禁
毅
に
自
己
を
な
ぞ
ら
え
た
と
言
う
｡
曹
操
と
諸
葛
亮
の
志
向
の
差
異
を
'
如
実
に
示
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
｢短
歌

行
｣
(周
酉
)
の
よ
う
な

1
種
の
詠
史
詩
の
系
列
に

｢善
哉
行
｣
(古
公
)
の
作
品
が
あ
り
'
古
公
豆
父

･
太
伯

･
仲
薙

･
伯
夷

･
叔
酉
等

を
詠
じ
て
'
そ
れ
ら
の
人
物
の
歴
史
的
意
義
を
叙
述
す
る
｡
そ
の
ほ
か

｢短
歌
行
｣
(対
酒
)
と
'
｢苦
寒
行
｣
の
二
作
品
で
は
'
周
公
且

に
た
と
え
'
｢薙
露
｣
で
は
'
宗
臣
の
微
子
に
自
己
を
た
と
え
て
い
る
｡

｢封
酒
普
歌
'

人
生
幾
何
'

警
如
朝
露
'

去
日
苦
多
｣

と
歌
い
起
こ
さ
れ
る
有
名
な

｢短
歌
行
｣
は
'
崖
豹
の

『古
今
註
』
に
言
う

(39
)

｢長
歌
短
歌
'
言
人
毒
長
短
'
各
有
定
分
'
不
可
妄
求
｣
の
語
に
蓮
な
る
'
人
生
無
常
の
些
要
せ
継
承
す
る
O
そ
し
て
､
そ
れ
が
､
｢山
不



厭
高
'
水
不
厭
深
'
周
公
吐
晴
'
天
下
野
心
｣
と
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
済
世
匡
時
の
雄
図
が
'
時
間
の
推
移
に
よ
り
挫
折
す
る
か

(40
)

も
知
れ
な
い
と
い
う
形
で
'
英
雄
的
な
落
莫
感
が
述
べ
ら
れ
る
｡
｢
一
抹
三
握
髪
'
一
飯
三
吐
晴
'
猶
恐
失
天
下
之
士
也
｣
と
'
人
材
登
用

に
腐
心
し
た
周
公
且
の
名
高
い
故
事
を
用
い
た
こ
と
は
'
自
己
の
求
質
の
熱
意
を
天
下
に
宣
伝
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
と
も
へ
恐
ら
く

(41
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

関
わ

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
｡
建
安
十
五
年

･
十
九
年

･
二
十
二
年
と
続
-

一
連
の
用
人
令
は
'
後
漢
の
経
明
行
儀
の
人
材
登
用
基
準
を
変

革
L
t

徳
性
よ
り
実
務
の
才
能
を
重
ん
じ
る

｢唯
才
｣

主
義
を
述
べ
'

同
時
に
単
家
単
門
の
埋
も
れ
た
人
材
を
発
掘
し
よ
う
と
す
る
も

(12
)

の
で
あ

っ
た
｡
『親
書
』
に
は
'

｢知
人
善
察
､
難
旺
以
鷹
'

抜
干
禁

･
禁
進
於
行
陳
之
間
'
取
張
遼

･
徐
晃
於
亡
虜
之
内
'
皆
佐
命
立

(42
)

功
'
列
馬
名
将
'
其
飴
抜
出
細
微
'
登
為
牧
守
者
'
不
可
除
数
｣

と
書
か
れ
て
い
る
.

｢樹
恩
四
世
'
門
生
故
吏
偏
於
天
下
｣
の
蓑
絹
と

は
異
な
り
'
曹
隙

･
曹
嵩
の
た
-
わ
え
た
家
財
の
恩
恵
を
受
け
は
し
た
も
の
の
'
ほ
と
ん
ど
曹
魂
政
権
の
実
質
的
基
礎
は
'
曹
操

一
代
で

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
だ
け
に
'
人
材
挙
用
は
最
も
腐
心
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

(43
)

す
で
に
克
行
諸
注
に
も
記
さ
れ
る
ご
と
-
'
こ
の

｢短
歌
行
｣
に
は

｢青
育
子
衿
'
悠
悠
我
心
｣
の
二
句

(『
詩
経
』
鄭
風
子
衿
)
や
'

(44
)

｢吻
吻
鹿
鳴

-
鼓
琴
吹
笹
｣
の
四
句
(『
詩
経
』
小
雅
鹿
鳴
)
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
色
あ
る
典
故
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
｡
こ
の
ほ

か
'
｢薙
露
｣
の

｢沫
喉
而
冠
背
｣
は
'
『
史
記
,D
項
羽
本
紀
の

｢楚
人
沫
挨
而
冠
耳
｣

の
語
に
'

｢知
小
而
謀
蛋
｣
は
'
『
易
経
』
繋
辞

下
の

｢知
小
而
謀
大
｣
の
語
に
'
｢封
酒
｣
の

｢却
走
馬
以
糞
其
土
田
｣
は
'
『
老
子
』
の

｢天
下
有
道
'
却
走
馬
以
糞
｣
の
語
に
'
そ
れ

ぞ
れ
変
化
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
'
｢度
開
山
｣
の

｢親
渉
幽
明
｣

の
語
は
'

『
尚
書
』

舜
典
の
語
を
使
う
.

こ
の
ほ
か
に
も
指
摘
で
き

る
が
'
こ
の
よ
う
な
典
故
模
倣
の
傾
向
は
'
曹
操
詩
が
即
興
性
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
'
か
れ
の
詩
歌
に
お
け
る
断

章
取
義
的
な
気
風
の
表
わ
れ
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
.
同
時
に
'
曹
操
の
博
覧
強
記
も
土
台
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
曹
基
の

『典
論
』
自
序
に
は
'
｢上
雅
好
詩
書
文
籍
'

雄
在
軍
旗
'

手
不
帯
電
'
毎
毎
定
省
'
従
容
常
言
'
人
少
好
準
則
思
尊
'
長
則
善
忘
'
長

曹
操
楽
府
詩
論
考



一
一
六

(12
)

大
而
能
動
学
者
'
唯
吾
輿
衰
伯
業
耳
｣
と
'
篤
学
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
お
り
'
『
貌
書
』
に
は
｢後
以
明
古
学
'
復
微
拝
議
郎
｣
と
も
記
さ
れ
て
い

へ45
)

(46
)

(47
)

る
｡曹
操
の
｢博
覧
群
書
｣
は
'
老
後
も
引
き
続
い
て
進
め
ら
れ
'
『江
表
侍
』
に
は
'
｢孟
徳
亦
自
謂
老
而
好
学
｣
の
語
が
見
え
て
い
る
｡

曹
操
自
身
は
'
博
学
と
文
学
の
関
連
に
つ
い
て
へ
こ
う
述
べ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

魂
武
構
'
張
子
之
文
鳥
拙
'
然
壁
間
膚
蔑
'
所
見
不
博
'
専
拾
授
佳
杜
小
文
'
所
作
不
可
悉
難
､
難
便
不
知
出
所

(『文
心
願
龍
』
事
類
篇
)

曹
操
楽
府
詩
は
言
志
の
作
品
で
あ
る
｡
｢苦
寒
行
｣
や

｢却
東
西
門
行
｣

の
よ
う
な
征
旅
詩
を
生
ん
で
い
る
の
も
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ

う
｡
董
卓
討
伐
の
た
め
に
中
平
六
年
に
義
兵
を
挙
げ
て
か
ら
'
曹
操
軍
団
は
'
募
兵
や
投
降
軍
団
や
'
協
力

･
帰
順
し
た
武
力
集
団
を
含

み
な
が
ら
'
次
第
に
成
長
し
た
｡
自
ら
征
戦
し
た
曹
操
に
と
っ
て
'
征
夫
の
い
だ
く
難
苦
と
悲
哀
は
'
た
し
か
に
自
己
の
実
感
で
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
｡
｢戦
城
南
｣
以
来
の
楽
府
詩
に
見
ら
れ
る
反
戦

･
厭
戦
的
気
分
を
継
承
し
て
'
曹
操
は
こ
う
歌
う
｡

姦
何
此
征
夫
､
安
得
去
四
方
'
戎
馬
不
解
野
'
鎧
甲
不
離
傍
'
再
再
老
清
至
､
何
時
反
故
郷
'
紳
龍
蔵
深
泉
'
猛
獣
歩
高
岡
'
狐
死
顔
首
丘
'
故

郷
安
可
忘
'

(｢却
東
西
門
行
｣
の
一
部
)

気
骨
あ
る
沈
馨
な
行
情
感
覚
と
'
そ
れ
を
基
調
と
し
た
高
古
な
筆
詞
は
'
曹
操
楽
府
詩
の
独
白
の
風
格
で
あ
る
O
南
宋
の
教
陶
孫

(
7

1
五
四

-
二

二
一七
)
が
'
『
詩
許
』
の
中
に
'
｢魂
武
帝
如
幽
燕
老
婿
'
気
韻
沈
雄
｣
と
述
べ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
.

GiiZGipli■【7-
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こ
の
こ
と
は
'
既
に
'
『文
心
離
龍
』
時
序
嘉
や
'
鍾
瞭
作

『詩
品
』
序
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
.

『詩
薮
』
内
篇
巻
二
'
古
鰻
中
五
言
｡

｢塘
上
行
｣
に
は
'
古
辞

･
戟
皇
后
･
曹
茎

･
曹
操
の
四
説
が
あ
り
'
今
'
曹
操
作
と
は
考
え
な
い
O

鈴
木
修
次
著

Tu.漢
貌
詩
の
研
究
』
に
は
､
｢董
卓
歌
詞
｣
｢飲
馬
長
城
窟
行
｣
｢善
哉
行
｣
｢詫
俗
詞
｣
の
断
片
を
集
録
す
る

(五
五
六
～
九



貢
｡)
出
典
が
明
記
さ
れ
て
お
り
'
便
利
で
あ
る
｡

『情
事
』
経
括
志
に
記
す
曹
操
詩
文
集

『貌
武
帝
集
』
･
『武
皇
帝
逸
集
』
･
『貌
武
帝
集
新
撰
』
よ
り
'
早
期
の
編
集
に
思
わ
れ
る
も
の
に
'
『曹
公

集
』
(
『
三
国
志
』
廉
竺
侍
集
注
引
)
が
あ
る
｡
そ
こ
に
引
-
沈
家
本
の
言
葉
に
'
｢裳
氏
稀
曹
公
者
'
富
是
魂
禾
受
荷
以
前
之
本
｣
(虞
弼
集
解
本
所

引
)
と
あ
る
｡
曹
操
の
編
集
に
な
る
テ
キ
ス
ト
か
も
知
れ
な
い
｡
曹
操
は
'
自
ら
兵
法
書
や
兵
法
書
注
解
を
作
成
し
て
い
る
｡

(
5
)

『初
筆
記
』
巻

1
八

･
貧
に
'
｢嚢
中
無
斗
儲
｣
云
々
の
作
品
を
引
用
す
る
が
t
k

の
初
句
は
'
｢
東
門
行
｣
の

｢
畠
中
無
斗
儲
｣
の
句
に
似

て
お
り
'
作
品
そ
の
も
の
の
信
愚
性
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

(
6
)

後
述
す
る
よ
う
に
'
宮
廷
雅
楽
と
し
て
の
地
位
を
得
た
の
は
'
曹
K
l即
位
後
の
魂
晋
の
頃
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
.

(7
)
｢
烏
生
十
五
子
｣
は
'
恐
ら
-

｢烏
生
八
九
子
｣
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
ち
な
み
に
'

こ
の
三
首
全
て
'
相
和
歌
辞
に
属
す
る
か
ら
'
そ
の
説

明
も
'
相
和
歌
辞
の
そ
れ
と
見
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
8
)

唐
の
呉
就

『楽
府
首
題
要
解
』
に
も
'
｢案
相
和
而
歌
'
並
漢
世
街
情
誼
詫
之
詞
｣
云
々
と
あ
る
.

(9
)

｢精
列
｣
や

｢気
出
唱
｣
三
首
の
作
品
は
'
恐
ら
く
楽
辞
と
し
て
の
形
態
で
あ
っ
て
'
本
辞
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

(
10
)

丁
福
保
詮
に
従
う

(
『全
三
国
志
』
巻
三
)
.

(
11
)

陸
機
の

｢
弔
魂
武
帝
文
｣
序
に
記
さ
れ
る
'
｢
ヌ
日
'

吾
摩
好
妓
人
'
皆
著
銅
爵
革

･･･‥
月
朝
十
五
'
抑
向
帳
作
妓
｣
の
語
も
'
曹
操
の
音

楽
愛
好
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う

(『文
選
』
)0

(
12
)

『
三
国
志
』
武
帝
紀
袈
注
引
｡

(
13
)

『楽
府
詩
集
』
に
載
せ
る
院
璃
作

｢
琴
歌
｣
は
'
す
で
に
裳
松
之
が
院
璃
作
を
否
定
す
る
｡

(
14
)

孔
融
は
'
辞
賦
作
品
を
全
く
残
さ
な
い

(厳
可
均
の
輯
鏡
)
｡
こ
の
点
で
も
'
他
の
六
子
と
は
異
な
る
性
格
を
も

っ
て
い
る
｡

(
15
)

羅
根
津

『楽
府
文
学
史
』
な
ど
｡

(
16
)

｢歩
出
夏
門
行
｣
古
辞
の
逸
文
と
し
て
'
二
m
朝
人
易
'
千
歳
墓
卒
｣
の
語
が
伝
わ
る

(『文
選
』
陸
故

｢
門
有
車
馬
客
行
｣
李
善
注
引
)
｡
そ

の
無
常
感
と
も
違
う
｡

(17
)
｢
二
幸
'
皆
賦
富
時
之
事
'
而
借
此
奮
題
'
蓋
亦
有
故
'
重
富
蕎
里
'
本
迭
葬
衷
挽
之
新
'
用
以
傷
乱
後
喪
亡
'
田
無
不
可
'

且
上
章
執
君

曹
操
柴
府
詩
論
考



一
一
八

殺
主
､
意
重
在
上
之
人
'
下
章
寓
姓
死
亡
､
意
重
在
下
之
人
､
ヌ
恰
興
亜
露
迭
王
公
貴
人
､
蕎
里
迭
士
大
夫
庶
人
'
面
相
配
合
､
勿
徒
以
創
格
目
之

也
｣
｡

(
18
)

『巣
府
詩
集
』
巻
二
七

r
轟
露
｣
下
注
引
o

(
19
)

両
書
I

u
も

『莞
府
詩
集
』
巻
三
六
注
引
｡

(
20
)

明
の
梅
鼎
蹄

『藻
魂
詩
粟
』
所
収
の
嘗
操
作

｢
盛
露
｣
下
に
は
'
｢
薙
露

I
蔦
里

･
階
上
桑

･
短
歌

･
秋
胡

･
善
哉
､
皆
古
題
而
軒
旨
輿
古

異
､
他
皆
白
馬
之
曲
｣
と
記
さ
れ
る
｡

(
21
)

注
16
逸
文
に
よ
る
と
'
四
言
か
ら
四
言
の
変
化
｡

(
22
)

『楽
府
詩
集
』
巻
三
三

｢
苦
寒
行
｣
下
注
引
｡

(
23
)
注
20
の
項
参
照
｡

『文
選
』
所
収
の
馬
融

｢
長
笛
航
｣
序
に
は
'

｢
吹
笛
馬
気
出

･
精
列
相
和
｣
と
あ
り
'
梅
鼎
所
の

｢他
皆
白
馬
之
曲
｣
説

に
含
ま
れ
る
誤
謬
に
は
注
意
｡
ち
な
み
に
'
｢他
｣
と
は
'
｢気
出
唱
｣
｢精
列
｣
｢度
開
山
｣
｢封
酒
｣
｢苦
寒
行
｣
｢却
東
西
門
行
｣
｢
砥
石
篇
｣
で
あ

る
｡
(
2
)

『
三
国
志
』
文
帝
紀
糞
注
引
O

(
25
)

『
三
国
志
』
武
帝
紀
｡

(
26
)

『
三
国
志
』
杜
恕
侍
｡

(
27
)

前
引

『漢
貌
詩
の
研
究
』
三
六
四
～
七

〇
五
参
照
｡

(
28
)

清
の
丁
鼻

『曹
集
詮
評
』
所
収
｡

(
29
)

曹
操
作

｢善
哉
行
｣
逸
文
｡
曹
植
の

｢贈
白
馬
王
彪
｣
詩
の
李
善
注
引

(
『文
選
』
).

(
30
)

『
三
国
志
』
高
菜
侍
に
'
｢昔
湊
末
陵
遅
､
産
巣
崩
壊
､
雄
戟
虎
争
以
戟
陣
馬
務
､
遂
使
儒
林
之
群
'
幽
隈
而
不
額
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
後
漢

末
に
は
'
隠
逸
保
身
的
な
思
想
が
実
践
さ
れ
た
｡

(
31
)

司
馬
遷

｢
悲
士
不
遇
戯
｣
'
董
仲
野

｢
士
不
遇
賦
｣､
頁
誼

｢
惜
誓
｣'
厳
忌

｢
哀
時
命
｣､
王
薬

｢
登
榎
賦
｣
な
ど
に
は
'
現
実
で
の
挫
折
感

ヽ
ヽ

や
鹿
北
感
を
､
明
確
に
遇
わ
な
い
不
遇
意
識
の
中
に
解
消
し
て
､
悲
し
み
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
｡



(
32
)

松
浦
友
久

｢
李
白
楽
府
詩
考
｣
(『
中
国
古
典
研
究
』
第
十
六
号
所
収
)
参
照
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
33
)

冒
1国
志
』
邪
翫
侍
に
は
'
｢
今
聞
官
公
法
令
厳
'
民
厭
乳
臭
｣
の
語
が
見
え
る
.

(
34
)

『青
書
』
侍
玄
侍
｡

(
35
)

『
三
国
志
』
高
菜
侍
｡

(
36
)

『後
漢
書
』
戯
帝
紀
'
興
平
元
年
の
記
事
｡
ま
た
'
建
安
二
年
に
は
'
｢
江
推
間
'
民
相
食
｣
と
あ
る
｡

(
37
)

『
三
国
志
』
武
帝
紀
の
襲
注
引

『貌
武
故
事
』
所
載
'
建
安
十
五
年
の
十
二
月
己
亥
の
令

(
班
)

r
三
国
志
』
諸
葛
亮
伝
.

(
39
)

『輿
府
詩
集
』
巻
三
〇
｢
長
歌
行
｣
下
注
引
｡

(
胡
)

李
善
注
引

『韓
詩
外
停
』
｡

(
41
)

建
安
十
五
年

･
十
九
年
の
用
人
令
は
'
武
帝
紀
の
本
文
に
'

二
十
二
年
の
そ
れ
は
'
武
帝
紀
襲
注
引

『魂
書
』
に
'

そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ

る
｡
明
の
張
蒋
編

『魂
武
帝
集
』
に
は
'
｢求
賢
令
｣
｢
奉
士
令
｣
｢求
逸
才
令
｣
と
し
て
載
せ
る
｡
十
九
年
の
令
(奉
士
令
)
に
は
'
｢夫
有
行
之
土
'

未
必
能
進
取
'
進
取
之
士
'
未
必
能
有
行
也
'
陳
中
豊
篤
行
､
蘇
葉
山豆
守
信
邪
'
而
陳
卒
走
漢
業
'
蘇
秦
済
覇
燕
'
由
此
言
之
'
士
有
偏
短
'
庸
可

麿
乎
'
有
司
明
思
此
義
'
則
士
無
道
滞
'
官
無
慮
業
央
｣
と
言
う
｡

(
42
)

『
三
国
志
』
蓑
紹
侍
｡
衰
箱
が
四
世
五
公
の
名
門
出
身
で
あ

っ
た
こ
と
は
'
清
の
連
繋

『廿
二
史
割
記
』
巻
五
'

四
世
三
公
の
条
に
記
さ
れ

る
｡

(
43
)
黄
節

『漢
魂
楽
府
風
隻
』
や
余
冠
英

『曹
操
曹
K
l曹
植
詩
選
』
な
ど
.

(
44
)

『世
論
新
語
』
夙
意
第
に
記
さ
れ
る
'
｢
何
貴
七
歳
'
明
感
知
紳
'
貌
武
奇
愛
之
'
因
負
在
宮
内
'
欲
以
馬
子
'
安
墓
地
令
方
'
自
虞
其
中
'

人
間
其
故
'
答
臼
'
何
氏
之
虞
也
'
魂
武
知
之
､
即
遥
遠
｣
の
逸
話
は
'
『詩
経
』
廊
風
の

｢
定
之
方
中
｣
詩
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
｡
『詩
経
』

を
岨
噂
し
た
曹
操
の
姿
も
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
｡

(

45

)

ヨ
二
園
志
』
武
帝
紀
の
蓑
注
に
引
く

孫
盛
の

『
異
同
社
語
』
に
見
え
る
言
葉
｡

(
鶴
)

m
l一園
志
コ
呂
蒙
侍
の
蓑
注
引
｡

曹
操
楽
府
詩
論
考



(
貯

)

『顔
氏
家
訓
』
勉
撃
筈
に
も
､
｢数
式
蓑
遺
老
而
弼
篤
'
此
皆
少
撃
而
至
老
不
倦
也
｣
と
言
う
〕

二
一〇


